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は し が き

熊取町南部の和泉山脈から派生する丘陵部における文化財調査はあまり進んではおらず、これ

まで数力所の遺跡が文化財分布図によって知られているだけです。

このたび熊取町教育委員会では中学校及び道路の建設に伴って西の池周辺を事前に文化財の存

否を確認するべく調査を実施いたしましたが、今後も熊取町内での開発事業の進捗にともなって

埋蔵文化財の調査を万全の体制でもって調査・記録・保存を逐行してゆく所存であります。

最後に現地での調査及び本書の作成にあたってご尽力、ご協力をいただきました方々、並びに

地元関係者各位に対し深く感謝の意を表します。また、今後の調査にご協力、ご指導を賜ります

ようお願い申し上げます。

例    百

1。 本書は熊取町教育委員会が (仮称)町立第 3中学校建設と (仮称)南山の手台一号線道路新

設改良工事に伴い実施した試掘調査の報告書である。

2.調査は熊取町教育委員会発掘調査嘱託員 井田 匡 を調査担当者として昭和 62年 11月 1日

に着手し、昭和 63年 3月 31日終了した。

なお、調査における事務、連絡等は (仮称)第二中学校建設に伴う試掘調査については熊取

町教育委員会学校教育課係長阪上 伸二並びに (仮称)南山の手台一号線道路新設改良工事に

伴う試掘調査については熊取町役場建設課係長古井 与一 がおこなった。

3.調査の実施と整理にあたっては、澤  雅樹、二反田茂樹、久世 公一、西野 徹、幸前和裕、

永久 雅之、腕野 登志、富村伊都子、鈴木真帆子の諸氏の協力と援助を受けた。また、関係

各位から多大な協力を得た。明記して感謝の意を表したい。

4。 本書中の標高は東京湾平均海水面を基準とし、方位は地図以外は磁北を示すものとした。

5。 本書の執筆及び編集は井田がおこなった。

熊取町教育委員会

教育長 原  治 平
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第 1章  (仮称)第二中学校建設に伴う調査

l.調査に至る経過

熊取町大字久保所在の西の池周辺において、熊取町教育委員会は中学校建設を計画したが、

(仮称)第二中学校の造成に際して、西の池を埋めて造成工事を実施するうえで、池を含め周

辺での文化財の存否について確認する必要があると判断した。昭和 63年 2月 23日付で文化庁

へ西の池での土木工事についての発掘通知を提出し、中学校建設に伴う試掘調査を実施するこ

ととした。

‖.調査の方法

調査は工事予定地内にトレンチを設定し機械 (パックホー)により掘削し、断面を観察し遺

構と遺物包含層の存否を確認するといった方法で実施した。

また、バックホーによる掘削が不可能な箇所についてはグリッドを設定し人力により掘削を

行いその断面を観察した。

第 2章  (仮称)南山の手台 1号線道路新設改良工事に伴う調査

:.調査に至る経過

熊取町大字久保所在の西の池において、熊

取町教育委員会は中学校建設を計画しており、

その関連道路として熊取町は (仮称)南山の

手台一号線道路新設改良工事を計画した。工

事を実施するにあたり、周辺での文化財の存

否について確認する必要があると判断した熊

取町教育委員会は熊取町役場建設課と協議を

重ね、試掘調査を実施することとした。
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第1図 熊取町の位置



‖.調査の方法

調査は工事予定地内にて機械 (バ ックホー)によリトレンチを掘削した後に、断面を観察し

遺構と遺物包含層の存否を確認するといった方法で実施した。また、バックホーによるトレン

チの掘削が不可能な箇所についてはグリッドを設定して入力による掘削を行い断面を観察した。

第 3章 調査の結果

l.周辺の環境

大阪府の南部、泉南地域に位置する熊取町は、和泉山脈より丘陵及び洪積段丘の高位面が派

生し、その前縁としての洪積段丘中位面や低位面で構成されている。また、河サ||の下流には沖

積段丘や氾濫原が狭小であるが存在する。

調査地は和泉山脈の一部から派生している洪積段丘の高位面及び中位面にあたり、山林や田

畑が広がり、谷筋に地形を有効に利用した溜池が点在する農村風景である。しかし近年、住宅

の建設が増加し、各所でその景観も変わりつつある。

周辺では久保城跡・城の下遺跡・下高田遺跡・成合寺遺跡・花成寺跡・鳥羽殿城跡・墓の谷

遺跡などの周知の遺跡が存在するがいずれもその規模・性格の把握にまでは至っていないので、

昨年は南部開発に伴う文化財分布調査として、

今回試掘調査を実施した範囲も事前に踏査し

た。

‖.調査 トレンチについて

今回の中学校と道路の建設に伴う試掘調査

では、併せて 22本のトレンチと 10カ所のグ

リッドを設定して調査を実施したが、本報告

書では調査範囲を西の池・西の池 E区・西の

池 S区・西の池W区 0丘陵部の 5つの調査区

に分けて報告する。以下各トレンチおよび各

グリッドの状態について述べる事とする。
試掘調査の範囲
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2 明赤荼褐 eシル ト●
3 明贅僣色 シル ト●
〈若千礫を含む)
4.明兼掲色シルト層
5.にぶい贅億色mI砂層
6 赤兼色●●●
(数ミリ程度の豪を

多菫にき0)
ア 明兼日色シルト●
8 明贅億e粘土
9 にぶいオリーフ色粘土
10 明貴壼eお土シルト層
11 自灰色シ,レト●

① 西の池

西の池で堤の部分に第 18ト レン

チと第 19ト レンチの 2本のトレン

チを設定した。

第 18ト レンチは西の池西半に位

置し、幅はlm長さは9mの東西 ト

レンチである。土層は斜面の自然堆

積で遺物は出土しなかった。

第 19ト レンチは西の池東半に位置し、

18ト レンチと似たような状況であった。

第19ト レンチ北壁断面

第4図 西の池トレンチ土層模式図

幅はlm長さは 1l mの東西 トレンチである。土層は第

遺物は出土しなかった。
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第5図 周辺遺跡分布図
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4.暗贅掲色粘贅 シル ト層
5 明贅掲e表土
6 にぶい贅橙色細砂■
〈歎ミリ程度の礫を80)

第18トレンチ北壁断面
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② 西の池東側 (西の池E区 )

西の池の東側に第 4・ 5・ 6・ 7・ 809ト レンチの6本のトレンチを設定した。第 4ト レンチは

幅はlmで長さは12mの南北トレンチである。表土は腐葉土で以下自然堆積であった。遺物は

出土しなかった。

第 5ト レンチ・第 6ト レンチ・第 7ト レンチ・第 8ト レンチ・第 9ト レンチも第 4ト レンチと

同じ状況で自然堆積であり、遺物は出土しなかった。

第 5トレンチ土色
1 表土
2 に扇い員橙細砂層
3.明彙褐色シルト■
4.明贅相色粘贅シルト●
5 茶掲色粘買シルト層
6.灰色 (兼色

=)細
砂層

7 明贅相色シルト層
8.灰螂 土

9 贅壼色側砂層
10 にぶい茶褐色細砂層
11 兼褐色シルトロ
12 茶掲色お質シルトロ
13.焼けた石 (にぶいBl色 )砂嘔

14 青反色シルト層
15 明員趣色粘質シルト層
16.灰色粘贅シルトロ
17.赤茶色シリレト層
18 暗灰色シルト層

第4トレンチ西壁断面 第4トレンチ土色
1.表■
2 明員掲色mDE
3.明 贅襦色シルトロ
4.明 Hteシ ルト層
6 茶褐色シルト層

第6トレンチ西壁断面 第6トレンチ土色
4.表土
2.明茶掲色調砂嘔
3.明●E颯 餌
4.明兼掲色シルト層
5.茶褐色粘贅シルト層

(若千凛を含む.歎ミリ～2.3c● まで)

第5トレンチ北壁断面

第7トレンチ北壁断面

第フトレンチ土色
1.表土
2.明茶色シルトロ
3 明赤橙色シルト層
4.赤茶色粘質シルト層
5 磨兼褐色シルト層
6.茶日色シルト層
7 明贅機色細砂■
(苦千礫を含む)

8.明●●●粘質シルト膚
9 腱灰色お贅土

第8トレンチ西壁断面

第 8ト レンチ土色
4 表土
2.明茶掲色シルト層
3 にぶい反色00E
4 明貴橙色粘買シルト層
5.灰色 (中に赤茶色)粘土層
6 明るい反色粘土層

第 9トレンチ土色
1.表■ (競けている)
2 明茶褐色薇砂嘔
3.うすい贅趣色シルト層
4.灰色 (茶色混)シルト層
5 明贅掲色粘質土
6.青灰 (茶色混)粘質土
7.明茶褐色粘質シルト層
8.灰色粘質土

0           5          10m

第6図 E区トレンチ土層模式図

第 9トレンチ北壁断面
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③ 西の池南側 (西の池 S区 )

西の池の南側に第 1・ 203010020ト レンチの 5本のトレンチを設定 した。第 1ト レンチは幅

はlmで長さは24mの南北 トレンチである。表土は耕作土であるが トレンチJヒ半で自然の流路

か溝状の遺構が検出できた。遺構の覆土より年代不明の土師質の破片が 1点出土している。

第 2ト レンチは幅はlmで長さは 12mの東西 トレンチである。表土は耕作土で以下自然堆積

であった。遺物は出土しなかった。

第 3ト レンチ・第 10ト レンチ・第 20ト レンチも第 2ト レンチと同じ状況で自然堆積であり、

遺物は出土しなかった。

3だヌく

第3トレンチ北壁断面

第21トレンチ

第21トレンチ土色
4 表■
暗REeシ ル ト層
明鵜 色シルトロ

嗜灰色お土層

明贅尋色シルトロ

明るいオリー7emDE
明贅掲色粘質シルト層

冑反色粘資シルト層第2トレンチ 第2トレンチ土色
1.耕土
2.明荼掲eシルト層
3 明贅趣色粘賞シルト層
4 明茶褐色粘質土

1 表土
2 明灰青e細砂層
3 明茶綺色シルト層
4 躇贅趣色粘質シルトロ
(者干礫を含む )

5.暗 ■●色粘土層
6.明 貴趣色砂腱層
7.茶掲色シルト層
8 明灰色お員シルトロ
(多■に礫を含む )

第 20トレンチ

第20トレンチ土色
|.豪土
2 冑灰色細砂層
3.にぶい茶褐色シルト層
4 灰色mDE

貢機色細砂層

赤茶色シルト層

躇反色粘土

明反色お質シルト■

灰色お主

第10トレンチ

第 10トレンチ土色

1.表■        3 明彙橙色喘員シルト層

2.明贅橙色シルト層  4.明 茶掲色粘■シルト層
2 (少し灰色ほい)  5 灰色粘土層

第7図 丘陵部及びS区トレンチ土層模式図

第 1トレンチ 第 1ト レンチ主色
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④ 西の池西側 (西の池W区 )

西の池の西側に第 11012・ 13e14・ 15・ 16・ 17ト レンチの7本のトレンチを設定した。

第 11ト レンチは幅はlmで長さは 1l mの南Jヒ トレンチである。表土は腐葉土で以下自然堆積

であった。遺物は出土しなかった。

第 12ト レンチ●第 13ト レンチ・第 14ト レンチ・第 15ト レンチ・第 16ト
レンチ・第 17ト レ

ンチ・ も第 11ト レンチと同じ状況で自然堆積であり、遺物は出上しなかった。また、周辺
は太

平洋戦争後に食糧増産のために田畑として造成され耕されていたらし
い。

第11ト レンチ西壁断面

第11トレンチ土色

4 暗黄橙色細砂層
(数ミリ程度の礫を若干含む )

2 白灰色粘土
3 暗反色お■層

第 15ト レ ンチ西壁断面

第15ト レンチ土色
1 表土
2 明責橙色シルト層
3 茶掲色粘質シルト層

4 灰掲色粘土層
(墨 を若千含む )

5 灰色粘質40砂層
6 明黄橙色粘土層

2 責橙掲色細砂層
3 暗灰色細砂層
4 明茶掲色粘質細砂層
5 明茶褐色IB砂層

第17ト レンチ北壁断面

第17トレンチ土色
1 表土
2 暗茶褐色 IIB砂層
3 贅橙色シルト層

第12ト レンチ北壁断面

4 繕黄橙色細砂層
5 明黄橙色粘質土

4 赤掲色粘質シルト層
5 明茶褐色細砂層

第 12トレンチ土色

4 表土
2 黄橙色砂礫層
3 暗反色40砂層
4 明黄橙色細砂層
5 白反色細砂層
6 うすい黄奎色砂礫層
(数ミリ程度の礫を多量に含0)

フ 暗反色粘土層

~T「 上

第14ト レンチ西壁断面  4 表土
第14ト レンチ土色    2 明茶褐色細砂層

3 茶掲色粘質細砂層

第13トレンチ西壁断面

鋼6トレンチ西壁断面 マl裏ンチ艶
2 暗灰色シルト層
3 にぶい茶褐色粘員シルト層
4 うすい茶掲色粘質シルト層

第8図 W区トレンチ土層模式図
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⑤ 丘陵部

西の池西側の丘陵部に第 22ト レンチと10カ所のグリッドを設定した。第 22ト レンチは涸渇

した池の堤に直交するトレンチで、池の堤を作るために感十されたと思われる層以外は自然堆積

であった。遺物としては感+内から伊万里の染付の破片が出土した。

第 1グ リッドから第 10グ リッドまでの状況はすべて同じ状況で表土以下自然堆積であった。

遺物は出土しなかった。

第3グリッド南壁断面

|.表土
2.明兼掲色細砂層
3 暗兼掲色シルト層
4.茶掲色シリレト層

第9グリッド北壁断面

4 表土
2 茶掲色シルト層
3 贅掲色シルト層
4 晴貴掲色シリレトロ
5 茶掲色シルト層
6 明茶掲色シリレト層

第1グリッド南壁断面

1 表土
2 暗茶褐色細砂層
3 明黄橙色細砂層
4 明茶掲色シルト層

第4グリッド東壁断面
, 表土
2.貴 掲色シルト層
3 茶褐色シルト層

第8グリッド北壁断面

4 表土
2.茶 褐色シルト層
3 明貴橙色細砂層
4 嗜反色シルト層
5.貫 褐色砂礫層
6 明茶褐色シルト層

第2グリツド南壁断面

1 表土
2 員橙色シルト層
3 赤橙色シルトロ

第5グリッド東壁断面

4 表土
2 明彙襦色シルト層
3 茶福色シリレト層

第7グリッド北壁断面

4 表土
2.明茶褐色シルト●
3.明贅相色畑砂層
4.贅掲色シルト層
5.赤褐色シルト層
0.明 費橙色シルト●

第10グリッド北壁断面

4.表土
2.茶 欄色シルト層
3.躇 茶欄色シルト●
4 Ana000

第6グリッドlι壁断面
1.表
=2 1neシルト層

3 嗜茶欄色シルトロ
4.貴 褐色劇け■

0       5      10m

第9図 丘陵部グリッド主層図
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Ⅲ.ま とめ

昨年度に実施した分布調査では西の池周辺は近世遺物片が数点採取しているが今回の試掘調

査でも同じような結果が得られた。

検出した遺構としては溝が 1条であった。また、遺物も時期不明の上師器の破片と近世の染

付が数点出土しているのみである。

以上のことがらから判断して当該地は埋蔵文化財の存在が非常に希薄な地区であると思われ

るが、今後も周辺の文化財に対しての十分な配慮を関係各位にお願いして終わりとしたい。

調査風景 機械 (バックホー)によるトレンチの掘削
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E区 調査風景

第2トレンチを望む 東から西

第3トレンチを望む 東から西


